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論文内容の要旨
環境汚染公害は大きな社会問題の一つであり，その保全対策の確立が緊急課題として各方面から強く
望まれている。本論文は，種々の公害のうち，特に環境騒音公害を取り上げ，その特?性について分析す
るとともに，その予測手法と影響評価モデルについて主に論じたもので，次の 7 章から構成されている。
第 1 章では，本論文の目的を述べ，騒音iζ関する既往の研究を整理し，本研究で取り扱う環境騒音の
定義と評価量について述べ，本論文の位置付けと構成について述べている。
第 2 章では，環境騒音レベル変動の分布特'性を用途地域別に調べている。その結果，環境騒音レベル
変動の分布は，指数分布，正規分布，対数正規分布，ワイブノレ分布の内，ワイブル分布に最もよく適合
している乙とを示している。
第 3 章では，環境騒音レベル変動の分布が確率分布する乙とを考慮して，第2章で述べたワイフツレ分布
を用いて環境騒音の推計モデ、ルを作成する際の基礎的考察を行い，単一型ワイブ、ル分布と混合型ワイブ
ル分布について実証的考察を行っている口その結果，ワイフソレ分布を用いて環境騒音を推計する際には，
単一型ワイブル分布のみを適用してもかなり高い精度で環境騒音の推計が可能であることを示している。
第 4 章では，ワイブ、ル分布モデノレを用いて環境騒音を推計するに当たり，まずワイブル分布パラメー
タを推定する手法を提案している。推定には数量化理論 l 類を用い，説明要因は環境騒音の騒音源の多
様性，および，環境騒音の伝播特性などを考慮して，交通量および社会統計指標などの要因を用い，そ
の結果，かなり高い精度でワイプノレ分布パラメータを推定できるモデノレを作成している。乙のモデノレか
ら得られた推定値を用いて環境騒音を推計する乙とが可能となっている。
第 5 章では，第 4 章で用いた交通量および社会統計指標を用いて多変量解析による環境騒音の推計モ
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デノレを作成し，本モデルで、得られた推計値と実測値はかなりよく適合する乙とを示している O また，第
4 章で得られたワイブル分布モデルと本モデノレとの精度を比較検討している。
第 6 章では，環境騒音に対する住民意識を分析するとともにその影響評価モデノレを提案している。ま
ず，環境を総合的に評価すると思われる住み心地および定住意向と騒音との関係を分析し，環境騒音と
住民意識との関連分析を行っているD また，環境騒音に対する影響項目をクラスター分析と数量化理論
皿類によって生活，睡眠，情緒，身体への影響の四つに分類し，次に，乙の 4 つの影響項目ごとに等価
騒音レベル (LAeq) と地域特性を説明変数とした重回帰分析を用いて環境騒音の影響評価モデルを作
成している。
第 7 章では，環境騒音の制御に関する基礎的考察を行い，各章を要約するとともに今後の課題につい
て述べている。
論文の審査結果の要旨
環境騒音は種々の音源からの音の入り混った不規則に変動する騒音であり，われわれの感覚との相関
の高い計測・評価手法の開発が望まれている。本論文は，環境保全対策の主な項目の一つである環境騒
音の予測手法と影響評価モデノレについて考察したもので，その成果を要約すれば，次の通りである。
(1) 環境騒音の分布特性に関する調査結果から，ワイブノレ分布が最もよく適合することを示し，環境騒
音推計に単一型ワイブノレ分布のみによっても実用上かなり高い精度で推計可能であることの論拠を示
している。
(2) 交通量および社会統計指標を説明要因として数量化理論による分析からワイブ、jレ分布を用いた環境
騒音推計モデソレを提案し，乙れによって環境騒音の推計が可能となることを示している。
(3) 上記の交通量および社会統計指標を用いて，多変量解析による環境騒音推計モデルを作成し，本モ
デノレで得られた推計値と実測値がかなりよく適合することを示し，本モデルでも実用上簡易計算とし
て使用しうる乙とを示している。
(4) 環境騒音の影響を生活，睡眠，情緒，身体の四つに分類し環境騒音と住民意識との関係を調査した結果
から，環境騒音の影響評価モデノレを提案し，環境騒音の制御や対策に対する基礎的指針を示している。
以上のように本論文は，環境騒音の予測と影響評価に関する技術的手法を発展させたもので，その成
果は都市計画，交通計画並びに騒音対策上極めて有用であって，学術上，実用上寄与すると乙ろが大き
い，よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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